
写真1　地デジ・チューナUSBドングルとソフトウェアで作る
USBドングルGPSナビ
PC以外の機材のおおよその総額は3,000円！

図1　USBドングルGPSナビの構成
必要な機材はパソコン，フロントエンド，アンテナのみ
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　GPS受信機というと，ふつうは専用ハードウェア
を使いますが，ソフトウェアで信号処理をする，い
わゆるソフトウェア無線（SDR，Software Defined 
Radio）でもGPS受信が可能です．オープン・ソー
スなので，ブラックボックスになりがちなGSP受
信のしくみを見ることができますし，自分で改良す
ることもできます．
　安価な地デジ・チューナとソフトウェアを使って
GPS信号を受信する手順を解説します． 〈編集部〉

3,000円でGPSナビを作る

● 日常に欠かせない存在になったGPS
　GPS（Global Positioning System）は，アメリカが19
世紀後半に軍事目的で開発した，衛星を用いた測位シ
ステムです．
　元は軍用のシステムでしたが，いまやGPSは日常
生活でなくてはならないものになっています．ほとん
どのスマートフォンにGPSが搭載されており，私た
ちは毎日GPS受信機を持ち歩いて利用しています．

● ソフトウェア無線なら中身が見える
　ところが，残念なことに市販のGPS受信機のケー
スを開けても，そのGPS受信機の機能は専用ICによ
って実現されており，GPSの原理や内部の信号処理を
知ることはできません．
　しかし，ソフトウェア無線機（Software Defined 
Radio，SDR）であれば，その中身を見ることができま
す．近年のパソコンの処理能力の向上にともなって，
パソコン上のソフトウェアでリアルタイムに受信信号
の処理を行えるようになりました．
　ハードウェア（IC）で信号処理を行う代わりに，パ
ソコン上のソフトウェアで信号処理を行うので，信号
処理の流れを確認できたり，アルゴリズムを柔軟に変
更できたりします．
　GPS信号も，SDRを用いて処理することで，その
信号処理の詳細や内部の原理を容易に理解できます．
GPS受信機を自分の手で作れるのです．

● パソコン＋地デジ・チューナ＋GPSアンテナで作る
　Windowsが動くノート・パソコンがあれば，予算
わずか3,000円のハードウェアを加えるだけで，SDR
によるGPS受信機を試せます．
　実際に動かしたUSBドングルGPSナビを写真1に
示します．必要なハードウェアは，Windowsパソコン，
ディジタルTVチューナ，GPS用のアンテナの3つだ
けです．
　全体の構成を図1に示します．すべての信号処理は
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